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連結業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

当社は、最近の景気動向を踏まえ、2021 年２月 17 日に公表した 2021 年 12 月期第２四半期累計

期間の連結業績予想を修正いたします。これに伴い 2021 年 12 月期通期連結業績予想を修正いたし

ます。なお、通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間の連結業績予想の修正分のみを 

反映させております。

  また、特別損失を計上することとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

１．2021 年 12 月期第２四半期累計期間連結業績予想の修正 
（１）2021 年 12 月期第２四半期累計期間連結業績予想

(2021 年 1 月 1日～2021 年６月 30 日)

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 

(2021 年 2 月 17 日発表)

百万円 

630,000

百万円 

11,000

百万円 

6,000

百万円 

△16,000

円 銭 

△109.68

今回修正予想(B) 695,000   34,000 35,000 9,000 61.70 

増減額(B)－(A)  65,000 23,000 29,000 25,000 

増減率(%)  10.3%  209.1% 483.3% － 

ご参考 前期第 2 四半期実績 

(2020 年 12 月期第 2 四半期) 
326,621 △25,795 △43,225 △54,575 △374.11

（２）業績予想修正の理由

売上高は、その他セグメントは昭光通商株式会社の株式公開買付に伴う当社保有分株式の売却により

第２四半期から当社連結子会社の対象外とすることにより減収となる一方、その他の全セグメントで 

前回予想比増収を見込みます。特に、昭和電工マテリアルズセグメントは半導体関連事業が需給のタイ

ト化を受け前回想定を上回り、無機セグメントでは黒鉛電極事業が需給改善に伴い販売数量が想定を上

回り、また石油化学セグメントにおいても原料ナフサ価格が上昇するとともに堅調なアジア需給を背景

に製品市況が前回予想を上回って推移しております。

営業利益は、昭和電工マテリアルズセグメントは半導体やデータセンター等の市場伸長を背景とした

電子材料や配線板材料、および自動車生産の想定以上の回復を背景としたモビリティ部材が増益を見込

み、無機セグメントは黒鉛電極事業の販売数量が前回予想を上回り増益となり、また、石油化学セグメ

ントはアジア需給の改善と米国における寒波の影響や原料ナフサ市況上昇を受け製品市況が改善し

増益を見込む等、その他セグメント以外の全セグメントで増益を見込みます。
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これを受け、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益についても前回予想と比べ増益を想定いた

します。 

２．2021 年 12 月期通期連結業績予想の修正 

（１）2021 年 12 月期通期連結業績予想

(2021 年 1 月 1日～2021 年 12 月 31 日)

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

(2021 年 2 月 17 日発表)

百万円 

1,280,000

百万円

45,000

百万円 

35,000

百万円 

△14,000

円 銭 

△95.97

今回修正予想(B) 1,345,000 68,000 64,000 11,000 75.40 

増減額(B)－(A)  65,000 23,000 29,000 25,000 

増減率(%)    5.1% 51.1% 82.9% － 

（ご参考）前期実績 

(2020 年 12 月期) 
973,700 △19,449 △43,971 △76,304 △523.06

（２）業績予想修正の理由

通期の業績予想につきましては、本発表時点では第２四半期累計期間の連結業績予想の修正分のみ

を反映させております。 

なお、配当につきましては期末配当として１株当たり 65 円の予想に変更はありません。 

３．特別損失の計上 

 当社アルミ機能部材事業の福島県喜多方市の生産拠点において、過去の事業に起因して、事業所

内の地下水から基準値を超えたふっ素等が検出されたため、土壌汚染対策法に基づく環境対策工事

を実施することとなり環境対策費として約 90 億円を、また、昭和電工マテリアルズセグメントに

おいて事業構造改善に関わる費用として特別早期退職加算金 約 27 億円を、それぞれ当第１四半

期連結会計期間に計上いたします。 

以 上 



3

(ご参考）2021 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想 セグメント別売上高、営業利益（連結） 

売上高                              （単位：億円） 

2021 年第２四半期累計期間業績予想（連結） 

セグメント
前回予想 

（2021.1～6） 
2021.２.17 発表 

 今回予想 
(2021.1～6） 

2021.５.10 発表 
増 減 

前期実績 
(2020.1～6) 

石油化学 960 1,250 290 957 

化学品 790 840 50  720 

エレクトロニクス 470 490 20 446 

無機 370 470 100 430 

アルミニウム 420 510 90 388 

昭和電工ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ 3,000 3,210 210 - 

その他 530 360 △170 556 

調整額 △240 △180 60 △232

計 6,300 6,950 650 3,266 

営業利益

石油化学 45 90 45 △37

化学品 65 90 25 50 

エレクトロニクス 25 35 10 18 

無機 0 45 45 △229

アルミニウム 25 50 25 △2

昭和電工ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ 10 100 90 - 

その他 5 2 △3 5 

調整額 △65 △72 △7 △63

計 110 340 230 △258

注．上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日における仮定を前提として作成したものであり、実際の業績につきましては、さまざ

まな要素により、予想数値と大きく異なる場合があります。業績に影響を与える要素には、COVID-19 感染症

拡大が世界経済に与える影響、経済情勢、ナフサ等原材料価格、黒鉛電極等製品の需要動向および市況、 

為替レートなどが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 


